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平成 2 8年度桑名広域清掃事業組合当初予算編成方針

1 基本方針

平成 2 8 年度予算は、 安全かつ安定的なごみの中間処理を行うことを最重点目標とする

とともに、 平成 2 7 年 9月に策定した｢ごみ処理施設整備計画斑こ基づく施設整備の確実な

進捗に努める。
一方で、本組合の構成市町においては、少子高齢化の進展にともなう税収減や社会保障

関係経費の増大を背景とした厳しい財政運営が引き続き見込まれる状況から、 改めて、 組
　

　

合の全ての費用について点検及び見直しを行い、 構成市町の負担抑制に努める。

2 予算編成方針
　 　　　経常的経費の節減

･職員一人ひとりが経費節減を念頭に業務の簡素化 ･効率化を図るとともに、 積算根

拠や費用の妥当性、 有効性などを充分に精査して、 経費の抑制に努める。

･光熱水費等物価変動の影響が見込まれる費用については、 安易な予算増とならない

よう過去実績や将来見込みを適正に積算して予算配分のムダを防ぐ。

･経常的経費については、 原則として、 前年度予算額を上限とする。

2 施設 ･設備維持補修の計画的実施等

･既存施設及び設備は、 整備から 1 2 年余が経過し、 経年劣化等が進みつつあること

から、 安全性及び機能性の維持向上を効率的、 効果的に図る。
･ 特に、 R D F 化施設においては、 平成 3 2 年度をもって操業を停止する計画である

ことからムダの無い、 計画的、 効率的な維持保全を進める。
･一方で、 構成市町の厳しい財政事情を考慮し、 費用対効果 ･必要性 ･緊急′性等の面

から十分な検討を加え、 優先度を計りながら計画的に実施する。

3 費用 ･期間の縮減と安全性の確保

･施設 ･設備の改修 ･修繕については、 現状や将来に見込まれる業務体制に沿った発

注仕様となるよう十分に精査して、 費用の縮減に努める。

･予算積算に当たっては、 同種工事をまとめるなど各施設 (担当) 間で協議 ･調整し

て、 工事経費の重複等を防ぐ。

･また、 協議 ･調整に当たってはコストの面だけではなく、 場内の安全性や工期の短

縮についても十分に留意する。



4 歳入の確保

･歳入の見積りについては、 国 ･県補助金等を積極的に活用し、 確実な財源確保に努

める。

･また、 資源物売り払い等の自主財源については、 他団体等の取り組みの情報収集 ･

研究を行い、 積極的な増収を図る。
･ごみ処理手数料においては、 引き続き、 確実な収納に努める。
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平成 2 8年度当初予算の概要

一般会計

平成 2 8 年度の一般会計予算の総額は、 2 9 億 1 , 7 0 3 万 3 千円となり、 対前年度 1

億 4 , 2 5 6 万 7 千円 (4 . 7 % ) の減となりました。

(債務負担行為)

新たな可燃ごみ焼却施設と合わせて、 リサイクルプラザ及びプラスチック圧縮梱包施設

の管理運営を委託するため、 業者選定等期間 5 年間を含めた期間 2 5 年、 限度額 2 8 億 1 ,

2 0 0 万円の債務負担行為を設定します。

(歳入)

｢分担金及び負担金｣ は、 2 2 億 6 , 8 9 4 万円で、 対前年度 1 億 7 , 7 2 5 万 6 千円

(7 . 2 % ) の減となりました。 これは、 施設管理運営費の見直しと施設建設費等の償還

費が大幅に減少したことによるものです。
｢使用料及び手数料｣ は、 3 億 2 , 3 1 3 万 7 千円で、 ごみ処理手数料の減により対前

年度 8 7 7 万 3 千円 (2 . 6 % ) の減となりました。
｢県支出金｣ は、 三重ごみ固形燃料発電所と共用する施設の修繕に伴う費用負担の増に

より、 対前年度 5 , 0 6 1 万 8 千円 (5 1 6 . 1 % ) と大幅な増となりました。
｢財産収入｣ は、 有価資源物売払収入の減により対前年度 6 8 6 万 9 千円 (3 7 . 9 % )

の減となりました。

(歳出)
｢総務費｣ は、 2 億 1 , 1 7 0 万 4 千円で、 対前年度 2 , 0 9 8 万 7 千円 ( 1 1 , 0 % )

の増となりました。 これは、 桑名市派遣職員の退職手当負担金や新たな公会計制度に対応

するためシステム導入費等の増によるものです。
｢施設費｣ は、 2 1 億 6 , 4 6 3 万 4 千円で、 対前年度 2 億 4 , 8 9 2 万 4 千円 ( 1 3 ,

0 % ) の増となりました。 これは主に、 三重ごみ固形燃料発電所との共用施設である調整

池や管理棟等の機能保全対策に伴う改修工事によるものです。
｢公債費｣ は、 5 億 3 , 8 9 4 万 4 千円で対前年度 4 億 1 , 2 8 0 万 1 千円 (4 3 ,

4 % ) の大幅な減となりました。 これは、 現行ごみ処理施設の整備事業に伴う借入金の償

還が一部完了したためであり、 同事業の残りの借入金についても平成 2 9 年度で完了する

見込みです。 また、 三重ごみ固形燃料発電所爆発事故に伴う施設復旧の借入金については、
県の要請により平成 2 7 年度をもって繰上償還を実施します。
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(基金)

減債基金は、 一般会計の財源対策を図るため 2億円を繰出しします。

ごみ処理施設整備事業特別会計

平成 2 8 年度のごみ処理施設整備事業特別会計予算の総額は、 7 , 2 7 7 万 3 千円とな

り、 対前年度 4 , 9 6 9 万 2 千円 (4 0 . 6 % ) の減となりま した。

(債務負担行為)

新たな可燃ごみ焼却施設の整備とその管理運営を委託するため、業者選定及び施設建設

等期間 5 年間を含めた期間 2 5 年、 限度額 2 9 2 億 3 , 4 0 0万円の債務負担行為を設定

します。

(歳入)

｢財産収入｣ は、 9 3 万 5 千円で、 対前年度 3 9 万 1 千円 (2 9 , 5 % ) の減となりま

した。 これは、 金融機関預金利率の低下によるものです。
｢繰入金｣ は、 財政調整基金繰入金で、 歳出予算の主な財源として繰入れます。

(歳出)

｢総務費｣ は、 3 , 8 9 0 万 9 千円で、 対前年度 3 4 8 万 7 千円 (9 . 8 % ) の増とな

りました。 これは、 施設整備事業の冊子印刷費のほか、 財産運用収入の増に伴う基金積立

金増によるものです

｢事業費｣ は、 3 , 2 8 6 万 4 千円で、 対前年度 5 , 3 1 7 万 9 千円 (6 1 . 8 % ) の

減となりました。 これは、 3 カ年事業として実施してきた環境影響評価調査業務が最終年

度になり出来高が減少するためです。

(基金)

財政調整基金は、 特別会計の一般財源として 7 , 0 8 3 万 7 千円を繰出しします。



当初予算額 (前年度対比)

一般会計

歳入 (単位 :千円、 % )

区 分
平成 2 8 年度 平成 2 7 年度 比較

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

分担金及び負担金
2 , 26 8 ,9 40 7 7 .8 2 ,44 6 , 19 6 8 0 .O △ 17 7,2 56 △ 7 .2

使用料及び手数料
32 3 , 137 11･ 1 33 1,9 10 10 .9 △ 8 , 77 3 △“,6

県支出金

U

6 0 ,4 26 2 . 1 9,8 0 8 0 .3 50 , 6 18 5 16 . 1

財産収入
1 1,2 76 0 .4 18 , 14 5 0 .6 △ 6 ,8 69 △ 3 7.9

繰入金
2 00 ,000 6 .8 20 0 ,00 0 6 .5 0

繰越金
50 , 0 00 L 7 50 ,0 0 0 1.6 0

諸収入
3 ,2 54 0 ･ 1 3 ,54 1 0 ･ 1 △287 △8 . 1

合計 2 , 9 17 ,0 3 3 100 3 ,0 69,6 0 0 100 △ 14 2 , 56 7 △ 4 ,7

歳出

区 分
平成 2 8 年度 平成 2 7 年度 比較

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

議会費
75 1 0 ･0 428 0 ･0 323 75 ,5

総務費
2 11, 704 7 .3 l9 0 ,7 17 6 .2 20 , 98 7 1 1･0

施設費
2 , 164 ,634 74 .2 1,9 15,7 10 6 2 .6 24 8 , 92 4 13 .O

公債費
5 38 , 944 18 .5 9 5 1,74 5 3 l. 1 △4 12 ,8 0 1 △4 3 .4

予備費
1'0 00 0 ･0 1'0 00 0 ･0 0

合計 2 ,9 17 ,0 33 100 3 , 059 ,60 0 100 △ 14 2 ,56 7 △ 4 .7



ごみ処理施設整備事業特別会計

歳入

区 分
平成 2 8 年度 平成 2 7 年度 比較

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

財産収入
935 1.3 1,3 26 L･ l △"39 1 △29 .5

繰入金
70 ,8 3 7 9 7 .3 9し 504 74 . 7 △2 0 ,66 7 △ 22 .6

繰越金
1'0 0 0 L 4 L ooo 0 .8 0

諸収入
11- 0 ･0 1 0 ･0 0

国庫補助金
0 0 28 ,6 34 2 3 .4 △28 , 6 34

合計 7 2, 7 73 100 12 2 ,4 65 100 △49, 69 2 △ 4 0 .6

(単位 :千円、 % )

歳出

区 分
平成 2 8年度 平成 2 7年度 比較

金額 構成比 金額 ･構成比 金額 増減率

総務費
38 ,9 09 53 . 5 35 ,4 22 2 8 .9 3,4 87 9 ,8

事業費
32 ,8 64 4 5 . 1 86 ,0 4 3 70 .3 △ 5 3, 179 △ 6 1.8

予備費
1'00 0 1.4 1'0 0 0 0 .8 0

合計 72 ,7 7 3 10 0 12 2 ,4 65 100 △49 , 69 2 △ 4 0 ,6
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事務事業の概要 (一般会計)

(議会費)

1議員報酬等 (4 4 3 千円)ゾ

･定例会 2 回、 臨時会 3 回、 その他 1 回の議員報酬 (1 1名)

2 議会運営費 (2 6 7 千円) /

･調査旅費等

3 一般事務費 (4 1 千円)′

･議会交際費

･消耗品、 印刷製本費等

(総務費 総務管理費)

1 非常勤職員報酬等 (2 1 6 千円) /

･弁護士報酬 (法律相談)

2 一般職給 (1 4 0 , 3 0 5 千円)′

･職員人件費 (1 6 名)

3 退職手当 (5 7 , 4 1 5 千円) !

○組合職員 (桑名市派遣職員) の退職手当にかかる費用

･退職手当 (1名)

･市町総合事務組合負担金 (4名)

･桑名市派遣職員の在職期間にかかる負担金 (2名) /

4 交際費 (9 千円)/

･組合交際費

5 会計管理費 (8 , 1 5 9 千円)し

0 組合の会計事務処理費用

･新) 新公会計対応資産台帳整備業務委託費

･新) 財務会計システム運用費用

6 財産管理費 (1 2 6 千円) /

○組合の財産を管理するための費用及び減債基金の積立金

･滅債基金積立金 (利子‐積立)
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7 広報費 (2 1 7 千円)′

･ホームページ運営費

8 一般事務費 (4 , 7 5 7 千円)ノ

○組合運営に必要な事務経費等

･事務費 (消耗品費、 通信運搬費、備品購入費等)

･公用車 (普通車) 倍上等運用費

･職員等健康診断費

･場内事故にかかる賠償金

9 加入団体負担金 (9 0 千円) !

･全国都市清掃会議、 桑名危険物安全協会等負担金

lo リサイクル推進事業費 (2 3 3 千円)!

○ごみの減量、 リサイクルにかかる啓発事業費用

･リサイクル家具販売事業等開催費

(総務費 監査委員費)

1 委員報酬 (1 6 1 千円)J

月例 1 2 回、 決算監査 1回の委員報酬 (2名)

2 委員活動費 (6 千円)J

･旅費

3 一般事務費 (1 0 千円)ゾ

･事務費 (消耗品費、印刷製本費)

(施設費 施設費 ごみ処理施設建設費)

1 基金積立金 (1 1 1 千円)′

･ごみ処理施設整備基金積立金 (利子積立)

(施設費 施設費 ごみ処理施設費)

1 可燃ごみ固形燃料化施設費 (1 , 6 9 1 , 8 7 9 千円) /

○可燃ごみ搬入予定量4 6 , 5 0 0 トンの処理に必要な施設運転、 維持管理費用

(1 ) 施設管理運営費 (1 , 0 0 2 , 5 8 7 千円)〉

･消耗品費 (プラント ･排水処理薬品費、 排ガス分析用品)
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･乾燥用灯油

･電気料金

･安全器具、 地下タンク点検等手数料

･ R D F 処理業務、施設運転保守管理業務、不燃物運搬処理業務等委託費

･伊賀市環境保全負担金′

(2 ) 施設維持補修費 (6 8 9 , 2 9 2 千円) /

･ダイ ･ロール等修繕工事の支給材料購入費

･乾燥設備、 電気計裝設備、 成型設備等修繕費

2 不燃 ･粗大ごみ処理施設費 (1 6 6 , 7 4 9 千円) v

o 不燃 ･粗大ごみ搬入予定量 3 , 7 1 0 tの処理に必要な施設運転、維持管理費用等

(1 ) 施設管理運営費 (1 1 5 , 7 4 0 千円)/

･ ダンプ、 ショベルローダー、 フォークリフト用燃料費

･電気料金

･施設車両等修繕費

･施設車両車検 ･性能検査費

･危険物等除去処理業務、施設運転保守管理業務、不燃物運搬及び処理業務等委託費

･伊賀市環境保全負担金り

(2 ) 施設維持補修費 (5 1 , 0 0 9 千円)ゾ

･消耗品費 (グラインダ ･ナイフ等修繕工事の支給材料購入費等)

･高速回転式破砕鰊幾、 前処理破砕機、 サイクロン等修繕費

3 プラスチック圧縮梱包施設費 (4 9 , 0 3 4 千円)

○プラスチック (容器包装) ごみ搬入予定量 1 , 6 7 0 tの処理に必要な施設運転、 維

持管理費用等

(1 ) 施設管理運営費 (3 8 , 0 8 7 千円)ゾ

･ 施設車両 (ダンプ、 ショベルローダー、 フォークリフ ト) 川燃料費

･電気料金

･施設車両等修繕費

･施設車両車検 ･性能検査費

･プラスチック分別等業務、 施設運転等管理業務等委託費

(2 ) 施設維持補修費 (1 0 , 9 4 7 千円)

･消耗品費 (脱臭装置用活性炭、梱包機用刃等)

･圧縮梱包設備、破袋設備等修繕費
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4 施設一般管理費 (2 5 6 , 8 6 1 千円)

○資源循環センター全体の共通管理経費等 (計量棟、 管理棟、 構内設備等)

(1 ) 施設管理運営費 (4 4 , 4 4 9 千円)!

･消耗品 (衛生用品、 電気関係消耗品等)

･電気料金

･施設賠償責任保険、自動車 ･建物損害共済保険料

･ごみ受入等業務 (計量)、 エネルギー管理業務、 ばい煙測定等分析、 ダイオキシン

類測定等分析、 場内樹木等整備業務等委託費･

･公用車 (軽自動車) 借上等運用費

(2 ) 施設維持補修費 (2 0 7 , 5 7 0 千円)/

･管理棟中 ･大会議室音響設備修繕

･管理棟等施設改修工事、調整池整備工事、 構内照明設備改修工事 (それぞれ設計 ･

監理業務委託費を含む)

※県と共用する施設の改修であるため県負担金あり。(跡)

　　　　　
　　　　 　

(公債費 公債費 元金)

1 地方債元金償還費 (5 1 7 , 0 8 1 千円)

○ 施設用地取得及びごみ処理施設整備に係る地方債元金償還費

･ R D F 化施設等整備関係 (H 1 2 ~ H 1 4 ) 3 5 4 , 2 5 7 千円

･ プラスチック圧縮梱包施設 (H 1 8 ~ H 2 0 ) 6 3 , 4 5 3 千円

･施設用地 (H 2 2 ) 9 9 , 3 7 1 千円

(公債費 公債費 利子)

1 地方債利子 (2 1 , 8 6 3 千円)

○ 施設用地取得及びごみ処理施設整備に係る地方債利子

･ R D F 化施設等整備関係 (H 1 2 ~ H 1 4 ) 4 , 8 5 9 千円

･ プラスチック圧縮梱包施設 (H 1 8 ~ H 2 0 ) 7 , 3 9 9 千円

･施設用地 (H 2 2 ) “ 9 , 6 0 5 千円

lo



事務事業の概要 (ごみ処理施設整備事業特別会計)

(総務費 総務管理費 一般管理費)

1一般職給 (3 2 , 0 2 1 千円)ゾ

･職員人件費 (4 名)U

2 退職手当 ( 1 , 6 5 3 千円)ゾ

○組合職員 (桑名市派遣職員) の退職手当にかかる費用

･市町総合事務組合負担金 (2名)

3財産管理費 (9 3 6 千円)ゾ

○基金の積立金

･財政調整基金積立金 (利子積立)

4 一般事務費 (4 , 2 9 9 千円)ゾ

･専門委員会会議開催費用 (委員 5名×4回)

･事務費 (消耗品費、 印刷製本費、 通信費等)

･環境講演会開催費 (東員町)

･プロジェクター等備品購入費

(事業費 事業費 ごみ処理施設整備事業費)

1可燃ごみ処理施設整備事業費 (3 2 , 8 6 4 千円)〉

･環境影響評価調査業務委託費

･環境影響評価に関する住民説明会開催費
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(資料)

ごみ種類別搬入量の推移

単位 : トン

平成 2 3年度

(実績)

平成 2 4 年度

(実績)

平成 2 5年度

(実績)

平成 2 6年度

(実績)

平成 2 7年度

(見込み)

可燃 4 3 ,94 5 4 5 , 134 4 5, 94 8 4 5 , 37 5 4 6 , 50 0

不燃 ･粗大 4 ,009 3,9 3 1 3 ,9 50 3 ,6 29 3, 7 10

プラスチック 1, 80 1 1' 7 10 1, 6 90 1,6 3 7 1,6 70

合計 49 ,75 5 50 , 77 5 5 1, 588 5 0 ,6 4 1 5 1,88 0

※平成 2 7 年度の見込み数量は、 平成 2 8 年 1月現在の推計値である。

組合債の年度末残高推移

単位 ;千円

平成 2 6年度

(実績)

平成 2 7 年度

(見込み)

平成 2 8年度

(見込み)

平成 2 9年度

(見込み)

平成 3 0 年度

(見込み)

ごみ処理施設 1,3 3 1,68 1 5 78 ,4 6 7 22 4 ,2 10 0 0

災害復旧 12 ,7 38 0 0 0 0

プラス チ ック

圧縮梱包施設
5 54 , 304 49 1,8 33 4 28 , 380 36 3, 929 298 ,4 6 5

用地
H 期増範

1,08 3,6 5 1 98 5, 26 7 8 8 5, 89 6 78 6, 5 30 684 , 15 7

合計 2 ,98 2 ,3 74 2 ,0 5 5 ,56 7 1, 538 ,4 8 6 L, 14 9 ,4 5 9 98 2 ,622
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